
告

示

介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
二
十
二
条
の
二
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護

職
員
初
任
者
研
修
課
程
は
、
介
護
に
従
事
す
る
職
員
が
行
う
業
務
に
関
す
る
知
識
及
び
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
別
表
の
課
程
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

別
表

区

分

科

目

時
間
数

備

考

講
義
及
び

演
習

職
務
の
理
解

六

講
義
と
演
習
を
一
体
で
実
施

す
る
こ
と
。

必
要
に
応
じ
て
、
施
設
の
見

学
等
の
実
習
を
活
用
す
る
こ

と
。

介
護
に
お
け
る
尊
厳
の
保
持
・
自
立
支
援

九

講
義
と
演
習
を
一
体
で
実
施

す
る
こ
と
。

介
護
の
基
本

六

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
理
解
と
医
療
と
の
連
携

九

介
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

六

老
化
の
理
解

六

認
知
症
の
理
解

六

障
害
の
理
解

三

平成™›年š月™日 金曜日 第œ�œ˜号官 報

（
準
備
行
為
）

第
三
条

新
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
二
十

三
第
一
項
に
規
定
す
る
研
修
及
び
新
介
護
保
険
法
施
行

規
則
第
二
十
二
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事

業
者
の
指
定
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、

第
二
十
二
条
の
二
十
六
の
改
正
規
定
及
び
第
二
十
二
条

の
二
十
七
の
改
正
規
定
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
介

護
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
二
十
六
及
び
第
二

十
二
条
の
二
十
七
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
八
号

鹿
児
島
県
奄
美
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た

た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ

る
者
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
ま
で
に
、
同
市
長
に

対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
奄
美
市
役
所
又
は
鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

に
照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

鹿
児
島
県
大
島
郡
住
用
村
大
字
神
屋
三
百
四
十
一
番
地

‘
澤

俊
夫

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
九
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

東
京
法
務
局
所
属

河
村

吉
晃

東
京
法
務
局
所
属

戸
田

信
久

東
京
法
務
局
所
属

長
久
保
守
夫

大
阪
法
務
局
所
属

吉
浦

正
明

岡
山
地
方
法
務
局
所
属

崎

康
英

〇
文
化
庁
告
示
第
十
八
号

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
基
づ
き
、著
作
権
法（
昭

和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
三
項
の

視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信
が
認

め
ら
れ
る
者
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
者
を
平
成
二
十
四
年

二
月
二
十
二
日
付
け
で
指
定
し
た
の
で
、
同
令
第
二
条
第

二
項
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
日文

化
庁
長
官

近
藤

誠
一

宗
教
法
人
天
理
教
（
た
だ
し
、
天
理
教
点
字
文
庫
が
実

施
す
る
業
務
に
限
る
。）

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
十
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、生
物
学
的
製
剤
基
準（
平

成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
四
年
三
月
一

日
ま
で
に
製
造
販
売
さ
れ
た
乾
燥
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
（
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
結
合
体
）
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

医
薬
品
各
条
の
部
乾
燥
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
（
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
結
合
体
）
の
条
３
・
２
・
１
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

３
．
２
．
１
無
毒
化
試
験
及
び
毒
性
否
定
試
験

３
．
２
．
１
．
１
無
毒
化
試
験

最
終
バ
ル
ク
の
濃
度
と
推
定
さ
れ
る
濃
度
で
あ
る

1
5
L
f／

m
L
に
な
る
よ
う
に
検
体
を
希
釈
し
た
も
の
を
２
本
用

意
し
、
3
7±
１
℃
及
び
５
±
３
℃
に
4
2日
間
置
い
た
試
料
に
つ
い
て
次
の
試
験
を
行
う
。そ
れ
ぞ
れ
体
重
2
5
0～

3
5
0O

の
健
康
な
モ
ル
モ
ッ
ト
５
匹
を
用
い
、
１
匹
当
た
り
５

m
L
を
皮
下
に
注
射
し
て
2
1日
間
観
察
す
る
。

３
．
２
．
１
．
２
毒
性
否
定
試
験

検
体
を

8
0
0
L
f／

m
L
に
希
釈
し
、
体
重

2
5
0～

3
5
0O
の
健
康
な
モ
ル
モ
ッ
ト
５
匹
を
用
い
、
１
匹
当
た
り
2•
5
m
L

を
皮
下
に
注
射
し
て
2
1日
間
観
察
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
十
一
号

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）第
二
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚

生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
九
号
）
の
全
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ

し
、
同
日
前
に
開
始
さ
れ
た
研
修
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

３
．
２
．
１
．
３
判
定

無
毒
化
試
験
及
び
毒
性
否
定
試
験
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
両
試
験
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ

ド
由
来
の
症
状
や
死
亡
例
を
認
め
な
い
場
合
は
、
両
試
験
に
適
合
と
し
、
両
試
験
で
合
計
１
匹
以
上
が
中
毒
症
状
を

示
す
か
又
は
中
毒
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
は
不
適
と
す
る
。
両
試
験
で
合
計
１
匹
以
上
が
不
特
定
の
要
因
で
死
亡
し

た
場
合
は
再
試
験
を
実
施
し
、
当
該
試
験
で
１
匹
以
上
が
死
亡
し
た
場
合
は
不
適
と
す
る
。

医
薬
品
各
条
の
部
乾
燥
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
（
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
結
合
体
）
の
条
中
３
・
２
・
２
を
削

り
、
３
・
２
・
３
を
３
・
２
・
２
と
し
、
３
・
３
・
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
．
３
．
２
Ｅ
Ｄ
Ｕ
及
び
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
含
量
試
験

原
液
に
つ
き
、
キ
ャ
ピ
ラ
リ
ー
電
気
泳
動
法
に
よ
り
試
験
を
行
い
、
１
`
エ
チ
ル
`
３
`
（
３
`
ジ
メ
チ
ル
プ
ロ

ピ
ル
）
尿
素
（
Ｅ
Ｄ
Ｕ
）
含
量
及
び
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｃ
含
量
を
求
め
る
と
き
、
い
ず
れ
も

1
0
c
m
o
l／
Ｌ
未
満
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

医
薬
品
各
条
の
部
乾
燥
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
（
破
傷
風
ト
キ
ソ
イ
ド
結
合
体
）
の
条
３
・
３
・
３
中「１

、
２
、
３
、
４
及
び
６
c
g／

m
L

」
を
「１

c
g／

m
L

」
に
改
め
、「測

定
し
、
試
料
溶
液
中
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
含
量
を
求
め

る
と
き
、
１
c
g／

m
L
未
満
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
を
「測

定
す
る
と
き
、
試
料
溶
液
の
吸
光
度
は
、
標
準
溶
液

の
吸
光
度
よ
り
小
さ
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
に
改
め
、
同
条
３
・
３
・
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
．
３
．
４
分
子
サ
イ
ズ
分
布
試
験

原
液
を
希
釈
し
、
ポ
リ
メ
タ
ク
リ
レ
ー
ト
樹
脂
を
充
て
ん
し
た
カ
ラ
ム
を
用
い
た
サ
イ
ズ
排
除
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
に
よ
り
試
験
を
行
い
、
分
配
係
数
Ｋ
Ｄ 、
分
子
量
Ｍ
ｗ 及
び
流
体
力
学
的
半
径
Ｒ
ｈ
を
求
め
る
と
き
、
Ｋ

Ｄ は
0•
3
7以
下
、
Ｍ
ｗ は

4•
2×

1
0
６Ｄ
ａ
以
上
、
Ｒ
ｈ
は
3
0
n
m
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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